
報道発表（お知らせ）

「JGN2＋AKARIシンポジウム2008」の開催について 

平成20年1月11日 

独立行政法人情報通信研究機構（以下、「NICT」という。理事長: 宮原 秀夫。）は、今後のネットワークに関

する研究開発の新戦略の観点から、ネットワーク研究を支えるテストベッド「JGN2」*1及び将来のネットワーク

分野である新世代ネットワークの研究活動「AKARI」*2について、国内外の情報通信分野の研究者等にご参

加いただき、意見交換・情報共有の場を設けることを目的として、「JGN2＋AKARIシンポジウム2008」を開催し

ます。

本シンポジウムでは、講演やパネルディスカッションなどを通じて「JGN2」の4年間の活動成果を研究・経済

など多面的な観点からレビューするとともに、来年度から始まる「JGN2plus」*3への期待などを議論し、また、

NICTの今後のネットワーク研究の中核となる「AKARI」に関連して、各国政府の政策・研究活動動向及び今後

の新世代ネットワークの研究の方向性・国際連携などについて意見交換も行います。

多くの皆様方のご来場をお待ちしています。

記

１ 日 時 平成20年1月17日（木）10:00 - 18:10

18日（金）10:00 - 18:05

２ 場 所 （1）メインセッション会場及びレセプション会場

秋葉原ダイビル2階 コンベンションホール

（2）パラレルセッション会場

会場1：秋葉原ダイビル5階 カンファレンスフロア

会場2：秋葉原ＵＤＸ6階 ＵＤＸカンファレンス

（3）ＪＧＮ２研究成果・デモ展示会場

秋葉原ＵＤＸ２階 アキバ・スクウェア

３ 主 催 独立行政法人情報通信研究機構

４ 後 援 総務省、新世代ネットワーク推進フォーラム、NHK、社団法人情報通信技術委員会、

情報通信ネットワーク産業協会、社団法人テレコムサービス協会、社団法人日本経済団体連

合会、

社団法人日本民間放送連盟

５ 内 容： シンポジウムの開催趣旨及びプログラムを別紙2、3に示します。

６ 参加費 無料（尚、1月17日(木)18：30からのレセプションは有料です。）

７ 参加申込 本シンポジウムは、事前登録制となっております。参加をご希望の方は、

ホームページ（ http://comm.stage.ac/nict/sympo2008/ ）からのお申込みをお願いいたしま

す。

(申込期限：平成20年1月16日(水))

申込に関する 問い合わせ先：JGN2＋AKARIシンポジウム2008事務局

Tel：03-5966-5784



＜ 広報 問い合わせ先 ＞ 

総合企画部 広報室

栗原 則幸 

Tel：042-327-6923

Fax：042-327-7587

＜ 本シンポジウムに関する 問い合わせ先 ＞

連携研究部門 テストベッド推進グループ

田中 健二、高西 功

Tel：042-327-6005

Fax：042-327-5560

＜用語解説＞

*1 JGN2（ジェージーエヌツー）：

超高速・高機能研究開発テストベッドネットワークのこと。NICTが平成16年4月より運用を開始し、全都道府県

ならびに米国、タイ、シンガポールにアクセスポイントを持つ。次世代高度ネットワークを国内外の産・学・官・地域

連携によって早期実現させ、我が国の経済社会の活性化と国際競争力の向上を目的としている。

URL : http://www.jgn.nict.go.jp/

*2 AKARI（アカリ）：

NICTにおける「新世代ネットワーク」に関する研究活動。2015 年（平成２７年）に新世代ネットワークを実現する

ことを目指し、そのためのネットワークアーキテクチャを確立し、それに基づいたネットワーク設計図を作成する

（未来のネットワークをデザインする）ことを目的としている。

URL : http://akari-project.nict.go.jp/

*3 JGN2plus（ジェージーエヌツープラス）：

JGN2の構成や運用を一部見直して、NICTが運用する超高速・高機能研究開発テストベッドネットワーク。（平

成２０年４月～平成２３年３月(予定)）

＊「研究開発テストベッドネットワーク（JGN2）の概要」、「JGN2ネットワーク構成図」及び「AKARIアーキテクチャ」

については、別紙4～6をご参照ください。

別紙１



別紙2



別紙3



別紙4

研究開発テストベッドネットワーク（JGN２）の概要

別紙5

ＪＧＮ２ネットワーク構成図



別紙6

ＡＫＡＲＩアーキテクチャについて


